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	応用
	抗原情報
	背景
	アンジオポエチンは血管内皮増殖因子ファミリーに属し、血管内皮に特異的な唯一の既知の増殖因子です。アンジオポエチン-1、アンジオポエチン-2、およびアンジオポエチン-4は血管の形成に関与しています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、成体組織に広く発現するアンジオポエチンファミリーの別のメンバーであり、mRNAレベルは血管新生が豊富な組織で最も高くなります。このタンパク質は、in vitroにおいて内皮細胞マイトジェンとして作用しない分泌タンパク質であることが判明しました。[RefSeq提供、2008年7月],類似性：フィブリノーゲンC末端ドメインを1つ含む。,組織特異性：副腎、胎盤、甲状腺、心臓、骨格筋、小腸で高発現。精巣、卵巣、結腸、膵臓、腎臓、胃では弱発現。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ANGPTL1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	Angptl1ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋マウス心臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス心臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

